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AR・VR アプリ等の文化財活用の事例 2 

 

 
 

 

 

資料：『先端技術による文化財活用ハンドブック』より 
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（2）機器の種類と運用 

 運用については、現地を体感するとともに様々な情報を共有し、活用していくことが史

跡として最も大切な視点であることを軸にすると、山（安土山ゾーン)でも平地（城下町

ゾーン)でも手軽に携帯できる機器とする必要がある。近年のネット環境の普及率から鑑

みると、現在最も主流となっているスマートフォンやタブレットなどの端末を使いデータ

を取得できる方法がよいと考える。また、データ取得に不慣れな訪問者や端末を待たない

訪問者に対するケアも必要と考える。それらについては、ガイドブックやチラシといった

方法での汎用を考える。 

また、団体などをボランティアが案内する場合は、一括して大画面タブレットをボラン

ティアが携帯して説明するなどの運用も効果的である。さらに、駅前の観光案内所や滋賀

県立安土城考古博物館でのサポートも検討が必要である。これらについても、実施設計に

おいて検討することとする。 

 

機器のイメージ 

デバイスの種類 イメージ 特徴（安全性や、アプリを提供する媒体としての汎

用性など） 

スマートフォン・ 

タブレット（貸

出） 
 

・搭載カメラの活用 

・画面上に現実世界を映し出して、その上にコ

ンテンツを投影する 

・ARプラットフォームを統一で管理できる 

スマートフォン

（貸出） 

 

・搭載カメラの活用 

・画面上に現実世界を映し出して、その上にコ

ンテンツを投影する 

・ARプラットフォームを統一で管理できる 

スマートフォン

（持込） 

 

・搭載カメラの活用 

・画面上で現実世界にコンテンツを投影するこ 

とが可能 

・OS、バージョンによっては AR 体験が出来な

いことが想定される 

 

（3）通信環境の整理 

通信環境については、以下のような諸条件があり、これらの整理が必要である。どの通

信環境を選択するかについては、実施設計において提案を受けて決定する。 
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①通信方式 

一般的に Web サイトの閲覧 1〜10Mbps、SNS の閲覧 3〜10Mbps、動画視聴 1〜20Mbpsが必

要である。 

LTE ・スマートフォンやタブレットの通信規格 

・データ通信速度は最大 150Mbps 

・各キャリアが所有する基地局をアクセスポイントとしているた

め、利用するエリアによって最大通信速度が変わる 

・対応機種によって最大通信速度が異なる 

Wi-Fi ・インターネット回線と Wi-Fi 対応端末（スマートフォン/タブレ

ット）をつなぐ短距離向けの通信技術 

・通信速度は 300Mbps、6.9 Gbps、9.6Gbps とある 

・同時接続数 6.9 Gbps の場合：50台～ 

5G （2020 年春か

ら本格的に運用） 

・本格的な IoT向けネットワーク（センサーデバイスや自動運転が

実現する） 

 

②通信環境 

総務省では 2019 年 6 月より 5Gや光ファイバー等の ICTインフラをできる限り早期に日

本全国に展開するため、「ICTインフラ地域展開マスタープラン」を策定しており、今後も

徐々に普及していくことが考えられる。2025年度末には、全国 97%、各都道府県 90%程度

以上の 5G基地局の設置を目標としているため、今後は今以上に通信環境の改善が図られ

ていくものと考えられる。安土山ゾーンの電波状況は安定しており、AR技術の使用は可能

であるが、LTEで使用することを考えると前述のように、来訪者個人の対応機種及び契約

プランによって最大通信速度が異なる等、通信量にかかる料金を来訪者が負担することと

なり、来訪者の満足度向上及びアプリケーションの利用促進を考えると大きな障壁となる

場合も予想される。来訪者にストレスを与えずに安定した音声 AR、映像 ARの提供をし、

回遊性を高めるためには国等による通信環境の整備だけではなく地域エリアとしても環境

整備を念頭に入れる必要がある。これについては、観光振興の全体的なインフラ整備とし

て近江八幡市の協力・支援が期待されるところである。 
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出典：SoftBank 2022 年 9月末時点 

 

2.6 まとめ 

本設計では、メインターゲットである次世代を担う子どもたち（親子）を対象とした親

しみやすく楽しめるものと、地域住民や歴史ファン、国内外の観光客に向けた、汎用性の

ある一般的なものの、2 つのメニューのスマートフォンアプリを制作することとした。対

象地は安土山ゾーンと城下町ゾーンの 2 つのゾーンとし、その中にスポットを選定し、ア

プリというデジタル技術により“「幻の安土城」見える化”を実現する。 

 

デジタル技術を活⽤した「幻の安⼟城」⾒える化事業の概要 


